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１．はじめに 

 

野生動物との衝突事故に限らず、危険に対する

注意喚起を促す啓蒙用パンフレットやリーフレット

などの紙媒体の広報資料が日常的に配布されている。

これらは対象者に対して危険を知らせ、注意を促す

ことで危険を回避させることを目的としており、不

特定の対象者に対し、比較的低コストで広範に啓蒙

することが可能である。しかし、これらの対策によ

る効果については、定量的な効果計測自体が困難な

こともあり、効果を把握する取り組みはほとんど行

われないまま実施されているのが現状である。また、

効果計測を実施する場合、様々な要因が複合的に影

響して事故が発生することから、実際の事故削減数

などによって直接的に効果を定量化することは非常

に難しく、代替的な手法が必要である。 
さらに、情報提供による注意喚起に関しては、

目的は同一であっても具体的な情報の内容によって

効果に違いが出るものと考えられることから、効果

的な注意喚起を行うためには、その効果を検証して

いくことが重要である。 

本報告では、このような背景のもと、エゾシカ

を対象とする車両衝突事故防止用の注意喚起パンフ

レットを作成し、アンケート調査によって効果計測

を試みた。パンフレットの作成にあたり、情報量は

変えずに重点的に掲載する内容を変えた 2タイプの

パンフレットを作成し、その効果の違いの把握を試

みた。 
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また、アンケート調査による効果計測には、事

故に対する人間の意識や行動についての設問を態

度・行動変容の理論 1)に基づいて設定しており、そ

の結果を報告する。 

 

２．パンフレットの設計 

 

（１）情報内容の分類 

ドライバーへの注意喚起の情報を表-1 のように
大きく 3 つに分類した。危険位置情報は、実際の
事故発生区間や特に注意を要する区間の掲載、およ

び事故の危険性の高い道路周辺環境の写真を掲載し

て注意を促す。動物の習性および対処方法は、エゾ

シカの習性や形態についての予備知識を載せ、走行

時の対処方法を示すことで注意を促す。この他、そ

の他として夜間の視認性や事故現場写真の掲載等の

掲載を含め、提供する情報内容を整理している。 
 

表－１ 情報内容の分類 

分類 情報の種類 

危険位置情報 ・事故発生地点の分布 
・走行時注意すべき道路周辺環境の情報 

動物の習性お

よび対処方法 
・エゾシカの習性や形態的な特徴の情報 
・運転中の対処方法に関する情報 

その他 ・夜間の視認性 
・事故件数の月変化 
・事故現場写真 
・事故発生時の緊急連絡 

 

（２）パンフレット 

パンフレットは縦 20.8cm×横 9.9cm の屏風折り
でアンケートの返信用ハガキを含め 10 面で構成し、
表-1 に示した情報内容を盛り込んで作成した。こ
の際、情報量を一定にし、重点的に喚起する内容を

変えて 2 種類のパンフレットを作成した。パンフ
レット内で重点的に喚起する位置として、表紙から



 

 

の見開き 1～3 面までを注意喚起重点面とし、危険
位置情報（位置情報重視）と動物の習性および対処

方法（習性・対処法重視）をそれぞれ重点的に掲載

した（図-1）。表-2 に重点面の具体的な掲載項目
を示す。 

 

   

図－１ 注意喚起重点面（左：位置情報重視、右：習性・対処法重視） 
 

表－２ タイプ別注意喚起重点面の内容 

分類 掲載項目 

位置情報重

視タイプ 
・事故発生区間から危険エリアを設定 

・多発区間を要注意区間として表示 

・要注意区間端部の目印となる地点の写真 

・注意すべき場所のポイント 

・月別事故件数 

習性・対処

法重視タイ

プ 

・エゾシカの習性や形態的な特徴の情報 

・走行時の注意点 

・速度抑制の呼びかけ 

・事故現場写真 

・エゾシカの写真と体重 

 

３．効果計測 
 
（１）アンケート調査方法 
パンフレットの効果計測のため、コントロール

群としてパンフレットと同じ設問のアンケートハガ

キを作成し、パンフレットとともに役場、道の駅、

レンタカー会社等の施設に配置し、パンフレットも

しくはハガキを手にとった対象者がアンケートを記

入し、送付する形とした。基本的に 1 ヵ所の施設
には 1 種類のパンフレットを配置し、2 種類が混ざ
らないように配置した。アンケート用紙とパンフレ

ットを並列して同時期に配置したため、同じ回答者

が複数回送付してきた場合は、最初に届いた分のみ

を有効回答とした。 
ハガキの回収率を上げるため、回答者に抽選で

粗品（動物絵はがきセット）の贈呈を行った。 
 

（２）設問項目 
注意喚起パンフレットによるドライバーの行動

変容プロセスを想定し（図-2）、危険認知、行動意

図、実行意図の心理要因に対して複数の設問を設け

（表-3）、各設問に対し 5段階で評価するように設

計し、1 から 5 までのスコアとした。この外、野生

動物との交通事故に関する認識についての設問およ

び、エゾシカの具体的な習性に関する設問を設けて

いる。 

野生動物が
生息していて
衝突の危険が
あるとの認識

野生動物に
注意した運
転をしようと
する意図

加速せず減速
するような行動
をする意図

アクセルペダル
から足を離す、
ブレーキを踏む

注意喚起用パンフレットによる注意喚起

危険認知 行動意図 実行意図 行動

 

図－２ パンフレットによる行動変容のプロセス 
 
（３）解析方法 
解析に当たり、コントロール群（ハガキのみの

アンケート）、実験群（位置情報重視型、習性・対

処法重視型）での心理要因に対してクロンバックの

α値を用いた信頼性分析を行った後にスコア合計を

平均化し、心理尺度として用いた（最高値 5）。な
お、各心理尺度は値が高いほど注意喚起の効果が高

いことを示す。その後、各群の心理尺度の値に関し

て、心理段階ごとに平均値の差の検定を行った。



 

 

 
表－３ 設定条件と各設問 

設定条件 設問 

危険認知 

・北海道では、道路周辺に野生動物がたくさん生息していることを知っていますか？ 
・運転中、野生動物が飛び出してくる可能性があることを知っていますか？ 
・エゾシカなどの野生動物の習性を知っていますか？ 
について、「まったく知らない(1)」から「よく知っている(5)」までの 5段階。 

行動意図 
・自然や環境に配慮した運転をしようと思いますか？ 
・事故を避けるため、速度を抑えた運転をしようと思いますか？ 
について、「まったく思わない(1)」から「非常に思う(5)」までの 5 段階。 

実行意図 
・動物注意の標識があるところでは、速度をゆるめて運転しようと思いますか？ 
・事故を避けるため、速度を抑えた運転をしようと思いますか？ 
について、「まったく思わない(1)」から「非常に思う(5)」までの 5 段階。 

エゾシカの習性 

・エゾシカの蹄はアスファルト上では滑りやすいために歩きにくく、路上から素早く逃げられないこと
を知っているか？ 
・夜間走行中、道路脇に光るものを認めた直後、エゾシカなどの野生動物が飛び出してくることを知っ
ているか？ 
・特に夕方から早朝にかけてエゾシカが活発に活動するため、道路上に飛び出してくる危険性が高いこ
とを知っているか？ 
について、「知っている」と「知らない」の 2択。 

 

４．結果 
 

（１）サンプル数 

合計で 855 件の有効回答を得た。内訳はコント

ロール群：516 件、実験群：339 件（位置情報重視

型：167 件、習性・対処方法重視型：172 件）であ

る。 

回答者の属性を表-2 に示す。性別は、男性

（60％）、女性（40％）であり、居住地別は、北海

道内（75％）、北海道外（23％）、不明（2％）と

なっている。 
 

表－２ 回答者の属性 

男性 女性 不明 北海道内 北海道外 不明
コントロール群 306 202 8 379 125 12 516
位置情報重視 94 73 0 123 43 1 167
習性・対処法重視 112 59 1 140 31 1 172
総計 512 334 9 642 199 14 855

合計性別 居住地アンケート種類

 

 

（２）野生動物との交通事故に関する認識 

北海道における野生動物と自動車との交通事故

の多発に関する認識について設問し、知っていると

回答した場合、どのような情報媒体から情報を得た

のか複数回答で回答を求めた。 

その結果、図-3 のように、コントロール群、パ

ンフレット群ともに居住地別でみると、道内では 9

割以上が、道外でも 7割以上の回答者が知っている

と回答しており、地元の北海道内での割合のほうが

高いものの、全体的に事故に対する認識はかなり高

いことがわかる。 

情報入手媒体について、コントロール群と実験

群を居住地別にみると（図-4）、どの群でも一定し

て割合の高かったのはテレビであり、19.8％～

26.1％であった。特にパンフレットについてみると、

コントロール群、実験群ともに道内での割合は

3.7％、9.4％と 1 割以下であるのに対し、道外では、

コントロール群で 18.5％、実験群では 28.2％と最

も割合が高くなっており、特に道外居住者に対して

情報を発信する媒体としてパンフレットが適してい

ることがわかる。 
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図－３ 野生動物との交通事故に関する認識 
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（３）各群での行動変容プロセスに基づく変化 

各心理要因に対するコントロール群および実験

群でのクロンバックのα値と、スコア平均値からな

る各心理尺度を表-2、表-3に示す。 

各条件での心理段階ごとのスコアの動きを図-5 



 

 

 

表－２ 各群での心理尺度の信頼性分析 

危険認知 行動意図 実行意図
コントロール群 0.72 0.74 0.80
位置情報重視 0.72 0.71 0.81
習性・対処法重視 0.72 0.70 0.79  

 
表－３ 各群での心理尺度の値 

危険認知 行動意図 実行意図

コントロール群 4.11* 4.05*1 3.94*2

位置情報重視 4.12* 4.18*1 4.03*2

習性・対処法重視 4.24* 4.23*1 4.12*2

*：危険率5％  
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図－５ 段階別での心理尺度の変化 

 

に示す。これをみると、注意喚起効果である実行意

図は、実験群がコントロール群よりも高い値となっ

ており、特に習性・対処法重視型（4.12）はコント

ロール群（3.94）よりも有意に高いことから、パン

フレットの影響による効果といえる。 

また、危険認知段階において習性・対処法重視

型が他の2種と異なり、有意ではないが値が高くな
っている。このことは、図-1に示すように、重点面
に掲載した事故現場の写真によって危険認知に関す

る注意喚起が促された可能性が示唆される。 
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図－６ 具体的なエゾシカの習性に関する認識 

 

具体的なエゾシカの習性に関する認識について

は（図-6）、設問によって認知割合が異なるが、ど

の設問とも習性・対処法重視型での認知割合が最も

高いことから、具体的な習性についてもパンフレッ

トの影響が伺える。 

 

５．まとめ 

 

今回の結果から、注意喚起パンフレットについ

て、行動変容プロセスに対して一定の注意喚起効果

があることが示された。また、パンフレットの情報

提供媒体としては、特に道外居住者に対して効果的

であることが示唆されたことから、道内を移動する

際に手に取りやすい場所（レンタカー会社や道の駅

などの情報拠点）に配置することが望ましいと言え

る。また、行動変容プロセスに基づいた心理尺度の

値と具体的な習性に関する設問から、注意喚起には

エゾシカの習性および走行時の対処法に関する情報

を重点的に注意喚起したタイプに注意喚起による実

行意図の向上がみられ、効果が計測された。 

以上から、パンフレットによる注意喚起には、

動物習性や形態などの特徴を示し、自分の身を守る

ためにどうすればいいのかを示して注意を促すこと

が効果的であるといえる。 

 

６．おわりに 

 

今回の結果に関して、事故現場の写真の掲載に

よる影響が示唆された。このことは、恐怖喚起コミ

ュニケーション2)による影響と示唆される。今回の

調査では特に取り上げてはいなかったが、今後、こ

れについても研究していくことが必要であると考え

ている。また、明確な注意喚起効果を把握できなか

った位置情報重視型については、パンフレットとい

う対象者の場所が比較的特定されない媒体であった

ことの影響が考えられ、情報拠点での定点的な注意

喚起や、走行時など、別の媒体による注意喚起での

効果を把握する必要があると考えている。 
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